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近年、人工肘関節はそのデザインと素材および手術手技が著しく進歩した分野のひとつで

ある。年齢や肘関節の骨質や骨欠損・変形の程度によりまた、不安定性と拘縮の程度により

Linked type（結合型）またはUnlinked type（非結合型）が選択される。まだ未解決の問題点

も残されているが、現時点で15年以上の安定した成績が得られるようになった。人工肘関節の

デザインはKinematics, Laxity, Intrinsic Stabilityという3つの側面から評価すべきで

あり各人工肘関節のデザインと特性を理解した上で機種の選択と手術の計画を立てるべき

である。今回は、これら人工肘関節のデザインとバイオメカニクスを中心にRA肘への治療

戦略を主に紹介しTEAの手技上のポイントと成績についても述べる予定である。
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